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太陽光発電の今
特集

みんな電力株式会社
注目企業を訪ねる

好木心

越後杉を使った
村上駅前の自転車等駐車場



Kenzai Monthly May 2020 Kenzai Monthly May 20203 2

＊ 固定価格買取制度（FIT）：再生可能エネルギーで発電した電気を、国が定めた価格で一定期間電力会社が買い取ることを義務付けたもの＊ V to H（Vehicle to Home）：電気自動車から住宅に電力を供給するシステムのこと

年
々
下
が
る
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
価
格

　

10
ｋ
Ｗ
未
満
の
太
陽
光
発
電
（
Ｐ
Ｖ
）の

固
定
買
取
価
格
は
毎
年
徐
々
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
２
０
０
９
年
度
の
48
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
か

ら
２
０
２
０
年
度
は
21
円
／
ｋ
Ｗ
ｈ
ま
で
下

が
っ
た
。
こ
の
価
格
は
一
般
に
24
円
／
ｋ
Ｗ

ｈ
と
い
わ
れ
る
家
庭
用
電
力
料
金
を
下
回
っ

た
。
固
定
買
取
価
格
は
発
電
コ
ス
ト
か
ら

算
定
さ
れ
る
の
で
、
設
備
費
用
な
ど
が
年
々

安
く
な
り
発
電
コ
ス
ト
が
低
減
す
れ
ば
、

買
取
価
格
が
低
く
な
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

国
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電

源
化
に
向
け
て
、
国
際
水
準
に
比
べ
て
高

い
日
本
の
発
電
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
民
間
調
査
機
関
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
Ｐ
Ｖ
の
発
電
コ
ス
ト
は
住

宅
用
に
お
い
て
も
、
２
０
３
０
年
に
は
５
円

／
ｋ
Ｗ
ｈ
台
ま
で
下
が
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

一
方
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
後
の
小
売
電
気
事
業
者

に
よ
る
買
取
価
格
は
概
ね
７
〜
11
円
台
だ
。

自
社
の
蓄
電
池
購
入
を
組
み
入
れ
た
り
、

自
社
の
ハ
ウ
ス
オ
ー
ナ
ー
を
対
象
と
し
た

住
宅
と
の
セ
ッ
ト
契
約
な
ど
で
は
、
高
め
の

買
取
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

発
電
コ
ス
ト
の
低
減
と
と
も
に
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買

取
価
格
は
下
が
る
と
さ
れ
、
そ
う
し
た
こ

と
か
ら
余
剰
電
力
を
売
電
す
る
よ
り
自
家

消
費
し
よ
う
、
と
い
う
動
き
が
今
後
、
広

が
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
は
、
蓄
電
池

や
家
庭
用
蓄
電
池
代
わ
り
に
な
る
Ｅ
Ｖ
（
電

気
自
動
車
）の
普
及
が
期
待
さ
れ
る
。

減
少
す
る
導
入
件
数

　

住
宅
用
Ｐ
Ｖ
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
さ

ず
、
自
家
消
費
や
非
常
用
電
源
と
し
て

も
利
用
可
能
な
分
散
型
電
源
に
も
な
る

優
れ
た
特
徴
を
持
つ
。
Ｐ
Ｖ
所
有
者
も
、

光
熱
費
節
約
な
ど
の
経
済
的
理
由
だ
け

で
な
く
、
発
電
事
業
者
と
し
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
貢
献
す
る
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
住
宅
用
Ｐ

Ｖ
の
導
入
件
数
の
減
少
傾
向
が
止
ま
ら
な

い
。
２
０
１
７
年
度
の
導
入
件
数
は
、

２
０
１
２
年
度
に
比
べ
て
３
分
の
１
程
度

に
低
下
し
て
い
る
。
や
は
り
初
期
負
担
の

大
き
さ
が
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
今
、
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、「
第
三
者
所
有
モ
デ
ル
」
だ
。
第

三
者
が
Ｐ
Ｖ
設
備
を
所
有
す
る
こ
と
で
初

期
費
用
ゼ
ロ
か
ら
始
め
ら
れ
る
方
式
だ
。

利
用
者
が
事
業
者
か
ら
設
備
を
借
り
る

「
リ
ー
ス
」
と
、
利
用
者
が
発
電
し
た
電

力
を
事
業
者
か
ら
買
う
「
Ｐ
Ｐ
Ａ
（
電
力

購
入
契
約
）」
と
い
う
方
法
が
あ
る
（
Ｐ

３
・
４
の
事
例
参
照
）
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

住
宅
用
Ｐ
Ｖ
を
取
り
巻
く
電
力
ビ
ジ
ネ
ス

は
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

再生可能エネルギーの普及促進策として開始された
住宅用太陽光発電の「固定価格買取制度（FIT）＊」が10年を経過し、

2019年11月から順次、FITの卒業を迎える家庭が出てきた。
卒FITの数は2019年が約53万件、2023年までに累積約165万件に達する。

国では、すべての再生可能エネルギーのFITからの自立を目指し、
抜本的見直しの制度設計に向けた検討が行われている。

卒FIT後の余剰電力は、自家消費や相対・自由契約で売電することが勧められており、
太陽光発電市場の新たな変化が予測される。

このような中、住宅用太陽光発電の普及に向けて、どのような提案・サービスが必要になっていくのか。
今号ではビジネスのヒントとなる事例を紹介する。

太陽光発電の今

特  集

図1.  同社サービス利用の経済的メリット

図2.  定額利用サービスの仕組み

『太陽光のみ』の定額利用サービスの場合

利用前

〈電 気 代〉
187,200円/年

〈電 気 代〉  108,643円/年（❶▲78,557円/年）
〈売電収入〉  ❷▲89,357円/年

利用後 ※年間の推定発電量：6,086kWh

❶ ＋ ❷ ▲167,914円/年
※ 10 年間は利用料（133,356 円 / 年）がかかるため、
 　▲34,558 円 / 年となる

経済的メリット

サンコー
電気料金
支払い

③ 設備利用料支払い

工務店

自家消費自家消費

電力供給

資材販売など

① 定額利用サービス提案

② 設備を設置
・太陽光のみ
・太陽光 ＋ 蓄電池
・太陽光 ＋ 電気自動車 ＋ VtoH

条  件 システム 4.90kW/ 名古屋南向き /4 寸勾配
/ オール電化 / スマートライフプラン（10kVA）中間型

用
者
か
ら
感
謝
の
声
が
届
い
た
こ
と
は
嬉

し
い
限
り
で
し
た
」

　

サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
は
、
取
り
引
き
の
あ

る
約
１
０
０
０
社
の
工
務
店
等
が
施
主
に

対
し
て
直
接
行
っ
て
い
る
。
太
陽
光
の
設

置
を
同
社
が
請
け
負
う
こ
と
で
、
工
務
店

は
そ
の
コ
ス
ト
を
建
物
に
か
け
ら
れ
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
て
い
る
。

  

「
太
陽
光
発
電
の
設
置
は
建
築
工
事
だ
と

私
は
考
え
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
啓
蒙
や
設
置
は
建
材
流
通
店
を
は
じ
め

住
宅
事
業
者
が
担
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
構
築

に
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

置
さ
れ
、
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
発
電
量
が
多

い
か
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
か
る
。
一
つ

の
メ
ー
カ
ー
の
専
売
で
な
く
施
主
が
自
分

の
目
で
確
か
め
て
比
較
検
討
が
で
き
る
こ

と
も
導
入
の
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
。

  

「
ド
イ
ツ
な
ど
の
電
力
先
進
国
と
比
べ
る

と
日
本
は
ま
だ
後
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は

大
手
電
力
会
社
主
導
か
ら
分
散
型
電
源
に

な
る
未
来
は
そ
う
遠
く
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
電
力
取
引
に
関

わ
っ
て
い
く
た
め
に
は
太
陽
光
発
電
の
提

供
に
よ
っ
て
住
宅
と
い
う
最
も
分
散
化
さ

れ
た
市
場
を
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
実
際
、
定
額
利
用
サ
ー
ビ
ス
の
み

で
利
益
を
出
す
の
は
難
し
い
。
当
社
の
場

合
は
資
材
販
売
だ
け
で
な
く
内
外
装
工
事

な
ど
様
々
な
事
業
分
野
が
あ
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
の
で
す
が
、
将
来
を
見
越
し
た
長

期
的
な
視
点
で
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」

　

現
在
、
最
も
利
用
者
が
多
い
の
は
『
太

月
々
の
定
額
利
用
料
の
み
で

太
陽
光
発
電
の
導
入
が
可
能
に

  

「
弊
社
で
は
、『
太
陽
光
の
み
』
、『
太
陽

光
＋
蓄
電
池
』
、『
太
陽
光
＋
電
気
自
動
車

＋
Ｖ
ｔ
ｏ
Ｈ
＊
』
な
ど
の
設
備
を
初
期
費
用

ゼ
ロ
円
で
提
供
。
こ
れ
に
よ
っ
て
削
減
さ

れ
る
年
間
の
電
気
代
＋
売
電
収
入
が
定
額

利
用
料
を
上
回
る
よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
。

10
年
後
に
は
無
償
譲
渡
さ
れ
て
定
額
利
用

料
も
な
く
な
る
た
め
、
さ
ら
に
お
得
に
な

り
ま
す
。
導
入
の
際
に
は
個
別
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
お
り
、
屋
根
の
面

積
や
向
き
に
よ
っ
て
は
発
電
量
が
異
な
る

た
め
月
々
の
プ
ラ
ス
が
出
な
い
ケ
ー
ス
も

若
干
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
初
期
費
用
ゼ

ロ
で
10
年
後
は
無
償
譲
渡
な
ら
ば
と
導
入

す
る
お
客
様
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　

同
社
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
屋
上
に
は
国
内

六
つ
の
メ
ー
カ
ー
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設

陽
光
の
み
』
の
利
用
。
次
い
で
『
太
陽
光

＋
蓄
電
池
』
で
、『
太
陽
光
＋
電
気
自
動
車

＋
Ｖ 

ｔｏ 

Ｈ
』
は
ま
だ
少
な
い
と
い
う
。

  

「
自
動
車
は
趣
味
嗜
好
に
も
関
わ
る
た
め

普
及
は
も
う
少
し
先
だ
と
感
じ
ま
す
。
し

か
し
、『
太
陽
光
＋
蓄
電
池
』
に
関
し
て
は

急
激
に
伸
び
て
い
る
。
特
に
昨
年
は
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
に
よ
る
停
電
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
千
葉
に
お
住
ま
い
の
利

設
備
を〝
購
入
〟か
ら〝
利
用
〟で
導
入
促
進

施
主
に
と
っ
て
導
入
最
大
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
初
期
費
用
。
中
部
エ
リ
ア
を
中
心
と
し

た
有
力
建
材
流
通
店
の
同
社
で
は
、
２
０
１
９
年
よ
り
初
期
費
用
ゼ
ロ
円
、
月
々
定

額
で
設
備
を
利
用
で
き
る「
第
三
者
所
有
モ
デ
ル（
リ
ー
ス
）」の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
。

株式会社サンコー
代表取締役社長

加藤 秀司氏

—

株
式
会
社
サ
ン
コ
ー
（
愛
知
県
）

事
例 

①
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と
い
う
声
が
届
い
て
い
る
と
い
う
。

   「
今
後
は
『
シ
ェ
ア
で
ん
き
』
の
ユ
ー
ザ
ー

に
い
ろ
い
ろ
な
付
加
価
値
を
提
供
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
蓄
電

池
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
で
、
今
年
か
ら
蓄

電
池
な
ど
、
よ
り
ス
マ
ー
ト
な
生
活
の
実

現
に
役
立
つ
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
予
定
で
す
」

蓄
電
池
の
導
入
は
ま
だ
価
格
面
で
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
た
め
、
普
及
に
向
け
て
電
力

融
通
と
い
う
新
し
い
取
り
組
み
に
は
大
き

な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業

に
住
宅
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
初
期
費
用
は
ま
だ
ま
だ

高
額
で
、
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も

考
え
る
と
、
導
入
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

の
で
す
。
そ
ん
な
消
費
者
に
と
っ
て
、
初

期
費
用
が
タ
ダ
と
い
う
の
は
た
い
へ
ん
魅

力
的
な
仕
組
み
で
す
。
た
だ
こ
の
モ
デ
ル

は
日
本
で
は
ま
だ
な
じ
み
が
薄
い
の
で
、

弊
社
で
は
ユ
ー
ザ
ー
に
圧
倒
的
な
メ
リ
ッ

ト
を
提
供
し
て
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

日
中
の
電
気
利
用
料
金
も
無
料
に
設
定
し

ま
し
た
」

  

「
シ
ェ
ア
で
ん
き
」
は
、
戸
建
住
宅
の
屋

根
に
同
社
所
有
の
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
を
無
料

で
設
置
し
、
自
家
消
費
分
の
電
気
料
金
に

つ
い
て
は
年
間
の
総
発
電
量
の
30
％
ま
で

を
無
料
と
す
る
。
使
用
電
力
が
30
％
を
超

え
る
と
超
過
使
用
料
と
し
て
26
円
／
ｋ
Ｗ

ｈ
の
電
気
料
金
が
発
生
す
る
が
、
こ
れ
を

オ
ー
バ
ー
す
る
ユ
ー
ザ
ー
は
ご
く
一
部
だ

と
い
う
。
発
電
容
量
は
最
低
４
ｋ
Ｗ
か
ら

　

同
社
が
手
掛
け
た
住
宅
は
太
陽
光
発

電
、
樹
脂
窓
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯
・
暖

房
シ
ス
テ
ム
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
省
エ

ネ
・
創
エ
ネ
設
備
を
搭
載
す
る
と
と
も
に
、

独
自
の
桁
間
天
井
断
熱
工
法
「
Ｂ
ｉ
ｔ
―

ｅ
」
な
ど
に
よ
り
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
20
＊
３
」
さ

い
た
ま
版
の
最
高
グ
レ
ー
ド
Ｇ
２
に
適
合

し
て
い
る
と
い
う
。

  

「
次
世
代
型
電
力
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
証

事
業
で
は
、
２
０
１
９
年
８
月
よ
り
浦
和

美
園
の
大
型
ス
ー
パ
ー
１
店
舗
と
コ
ン
ビ

ニ
５
店
舗
、
お
よ
び
分
譲
地
内
の
５
棟
と

の
間
で
電
力
の
融
通
実
証
を
行
い
ま
し

た
。
当
社
で
は
５
棟
の
う
ち
３
棟
を
手
掛

け
、
冬
期
無
暖
房
で
室
温
13
℃
以
上
の
断

熱
性
能
を
確
保
す
る
な
ど
高
い
住
宅
性
能

も
確
保
し
て
い
ま
す
」

　

再
エ
ネ
電
力
の
売
買
が
で
き
る
Ｐ
ｔ
ｏ

Ｐ
＊
４
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
発
す

る
デ
ジ
タ
ル
グ
リ
ッ
ド
（
株
）
が
電
力
取

引
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
、
Ｄ
Ｇ
Ｒ
と
地
中

太
陽
光
発
電
導
入
を
促
す

新
し
い
電
力
小
売
り

  

「
第
三
者
所
有
モ
デ
ル
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
）」
は
、

事
業
者
が
所
有
す
る
太
陽
光
発
電
（
Ｐ
Ｖ
）

を
オ
ー
ナ
ー
の
初
期
費
用
負
担
な
し
で
設

置
し
、
居
住
者
が
消
費
し
た
分
の
電
気
料

金
を
回
収
す
る
電
力
小
売
り
モ
デ
ル
だ
。

２
０
０
８
年
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
で
急
速
に

普
及
し
始
め
、
ア
メ
リ
カ
の
住
宅
用
Ｐ
Ｖ

市
場
で
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

　

日
本
で
は
電
力
小
売
り
の
全
面
自
由
化

に
よ
っ
て
、
第
三
者
所
有
モ
デ
ル
（
Ｐ
Ｐ

Ａ
）
へ
の
新
規
参
入
が
相
次
い
で
い
る
。

そ
の
中
で
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

「
初
期
費
用
無
料
」「
日
中
の
電
気
料
金
も

無
料
」
と
い
う
、
一
歩
進
ん
だ
第
三
者
所

有
モ
デ
ル
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
）
の
「
シ
ェ
ア
で
ん

き
」
を
構
築
し
、
２
０
１
８
年
１
月
か
ら

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。

  

「
何
よ
り
も
、
Ｐ
Ｖ
を
も
っ
と
身
近
に
し

住
宅
の
余
剰
電
力
の

活
用
法
を
広
げ
る

　

同
社
で
は
、
低
炭
素
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ

ビ
リ
テ
ィ
＊
１
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
普
及
を
推
進
す
る
「
次
世
代
自

動
車
・
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
区
」
で

あ
る
埼
玉
県
の
浦
和
美
園
地
区
で
、
他
２

社
と
と
も
に
先
進
技
術
を
導
入
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
２
０
１
６
年
に

始
ま
っ
た
分
譲
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
２
弾

と
な
る
「
浦
和
美
園
Ｅ
―

フ
ォ
レ
ス
ト
・

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
サ
イ
ト
」
で
は
、
日
本
で

初
め
て
Ｄ
Ｇ
Ｒ
（
デ
ジ
タ
ル
グ
リ
ッ
ド
ル
ー

タ
）
を
設
置
し
た
次
世
代
型
電
力
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
導
入
し
、
環
境
省
の
実
証
事
業

＊
２

を
実
施
。
Ｄ
Ｇ
Ｒ
は
、
市
場
取
引
を

介
し
て
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
内
の
電
力

を
融
通
す
る
ほ
か
、
系
統
停
電
時
で
も
自

動
的
に
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
か
ら
電
力

供
給
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

の
契
約
で
平
均
は
６
ｋ
Ｗ
。
比
較
的
大
き

な
屋
根
で
の
設
置
が
多
い
。
ま
た
、
停
電

時
に
は
非
常
用
電
源
と
し
て
無
料
で
利
用

で
き
る
。
さ
ら
に
10
年
間
の
契
約
期
間
終

了
後
は
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
一
式
が
無
償
譲
渡

さ
れ
、
そ
の
後
は
同
社
あ
る
い
は
同
社
指

定
の
小
売
電
気
事
業
者
が
余
剰
電
力
の
買

取
を
行
う
。

  

「
弊
社
の
収
益
は
、
発
電
さ
れ
た
電
気
の

う
ち
ユ
ー
ザ
ー
の
自
家
消
費
分
を
除
い
た

電
力
売
電
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
他
社

で
は
な
か
な
か
難
し
い
こ
の
モ
デ
ル
が
弊

社
で
可
能
な
の
は
、
販
売
ル
ー
ト
に
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
主
に
地
方
の
ビ
ル
ダ
ー

さ
ん
と
提
携
し
て
、
新
築
住
宅
に
Ｐ
Ｖ
を

載
せ
る
提
案
を
し
て
い
ま
す
。
新
築
住
宅

に
Ｐ
Ｖ
搭
載
と
い
う
付
加
価
値
が
付
く
た

め
販
売
し
や
す
く
な
り
、
ビ
ル
ダ
ー
さ
ん

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。
ま

た
弊
社
も
営
業
の
手
間
が
ほ
と
ん
ど
か
か

ら
ず
に
済
む
の
で
す
」

　

現
在
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ビ
ル
ダ
ー
は
全

国
で
１
５
０
社
を
超
え
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

は
「
電
気
料
金
が
下
が
っ
て
あ
り
が
た
い
」

化
し
た
自
営
線
に
よ
り
電
力
を
融
通
。
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活
用
し
、
30
分
ご
と

に
需
要
を
予
測
し
て
売
り
買
い
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
。
中
央
住
宅
が
提
供
し
た
住

宅
は
高
性
能
で
は
あ
る
が
、
今
後
は
既
築

の
住
宅
で
も
電
力
融
通
を
可
能
に
す
る
こ

と
を
目
指
す
た
め
、
必
ず
し
も
一
次
設
計

の
段
階
で
特
別
な
住
宅
性
能
を
付
加
す
る

必
要
は
な
い
と
い
う
。
太
陽
光
発
電
と
蓄

電
池
、
そ
し
て
、
蓄
電
池
の
隣
に
ほ
ぼ
同

等
の
大
き
さ
の
Ｄ
Ｇ
Ｒ
を
設
置
す
る
だ
け

で
、
見
た
目
も
一
般
的
な
住
宅
と
変
わ
り

は
な
い
。

  

「
住
宅
と
商
業
施
設
間
の
電
力
融
通
の
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
で
、
今
後

は
住
宅
の
余
剰
電
力
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内

の
店
舗
の
ポ
イ
ン
ト
に
還
元
す
る
な
ど
売

電
よ
り
も
お
得
に
な
る
活
用
の
仕
方
も
考

え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
ゼ
ロ
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
し

て
い
る
企
業
に
対
し
、
地
域
の
住
宅
が
発

電
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
環
境
価

値
を
売
る
な
ど
、
電
力
決
済
の
選
択
肢
も

広
が
る
は
ず
で
す
。
一
般
家
庭
に
と
っ
て

自
家
消
費
分
も
無
料
の
電
力
サ
ー
ビ
ス
提
供

コ
ミュニテ
ィ
の
住
宅
と
商
業
施
設
で
電
力
を
融
通

ア
メ
リ
カ
の
住
宅
用
太
陽
光
発
電
市
場
を
牽
引
し
て
き
た「
第
三
者
所
有
モ
デ
ル（
Ｐ

Ｐ
Ａ
）」が
日
本
で
も
動
き
出
し
た
。
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
初
期
費
用
だ
け
で
な

く
、
日
中
の
電
気
料
金
も
無
料
と
し
た「
シ
ェ
ア
で
ん
き
」が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

住
宅
と
商
業
施
設
の
間
で
電
力
の
融
通
を
行
う

ー
そ
ん
な
次
世
代
型
電
力
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
実
証
事
業
が
行
わ
れ
た
の
が
、「
浦う

ら
わ和

美み
そ
の園

Ｅ
ー

フ
ォ
レ
ス
ト
・
コ
ネ
ク
テ
ッ

ド
サ
イ
ト
」で
あ
る
。
未
来
を
一
歩
先
取
り
し
た
、
電
力
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
。

株式会社シェアリングエネルギー
事業開発室長

株式会社中央住宅
戸建分譲設計本部

設計一部 部長

井口 和宏氏野村 壮一郎氏

—

株
式
会
社
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
東
京
都
）

—

株
式
会
社
中
央
住
宅
（
埼
玉
県
）

図. 「シェアでんき」の仕組み図. DGRを使った次世代型電力コミュニティのイメージ

需要者
小売

電気事業者

シェアリング
エネルギー

余剰電力供給 余剰電力引き取り

PV設置

自家消費

電力供給

太陽光発電

電気料金支払い超過分の
電気料金支払い

電気料金支払い

・初期費用が 0円
・日中の電気料金が 0円
　（自家使用量が年間の総発電量の 30％を超えた場合は別途料金が発生）
・10年後に無償譲渡し売電開始

自家消費DGR
PV

DGR
PV

DGR
PV

DGR
PV

ルーフ
トップPV

DGC

DGCDGC

太陽光発電
DGR

一括受電点地中化
自営線を利用し電力融通 2019年開業のスマート街区

（DGR設置戸建て）

デジタルグリッド
プラットフォーム
ブロックチェーン
PtoPネットワーク

イオンモール
浦和美園敷地内
（DGR設置店舗）

デジタルグリッド
株式会社

イオングループ店舗
（DGC設置店舗）

系統線を利用し
電力融通

事
例 

②

事
例 

③

太陽光発電の今

特  集

＊１ 低炭素型パーソナルモビリティ：街中での中近距離移動を想定した1〜2人乗りの小型電動車のこと
＊2 環境省の実証事業：CO2排出削減対策強化誘導型技術開発・実証実験
＊3 HEAT20：2009年に発足した「2020年を見据えた住宅の高断熱化技術開発委員会」の呼称。室内温熱環境はどうある

べきかを考え、「住宅の省エネルギー基準」とは少し異なる視点から、G1・G2という2つの断熱基準を提案している
＊4 PtoP：太陽光発電や蓄電池などを所有している個人・法人が別の需要家に電力を供給し取引すること



Kenzai Monthly May 2020 6

太陽光発電の今

事
例 

④

特  集

同
社
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
を
運
営
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
一
歩
踏
み
込
ん
だ
ビ
ジ
ネ

ス
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
た
。

  

「
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
首
都
圏
か
ら
地
域

へ
経
済
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
で
き

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
を

発
展
さ
せ
、
地
域
か
ら
外
に
出
て
行
く
お

金
を
地
域
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
調
査
で
は
、
家

庭
で
の
域
外
支
出
の
第
２
位
に
電
気
代
が

入
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
域
内
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
マ
ネ
ー
を
循
環
さ
せ
る
た
め
に
『
え

ね
ち
ょ
』
を
考
え
出
し
た
の
で
す
」

　

余
剰
電
力
を
寄
附
す
る
方
法
は
二
つ
。

一
つ
は
地
域
の
新
電
力
会
社
に
直
接
寄
附

す
る
「
直
接
寄
附
」
。
も
う
一
つ
は
、
地
域

内
あ
る
い
は
管
内
に
直
接
寄
附
で
き
る
新

電
力
会
社
が
な
い
場
合
に
、
大
手
新
電
力

会
社
（
丸
紅
ソ
ー
ラ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
）

に
い
っ
た
ん
寄
附
す
る
「
お
任
せ
寄
附
」

だ
。「
直
接
寄
附
」
が
で
き
る
の
は
、
全
国

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
後
の
余
剰
電
力
を

寄
附
し
て
お
礼
を
も
ら
う

　

ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
が
昨
年
９
月
か
ら
始

め
た
、
ふ
る
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ョ
イ
ス
「
え

ね
ち
ょ
」
は
、
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
オ
ー
ナ
ー
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
余
剰
電
力
を
地
域
の
新
電
力
会

社
に
寄
附
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。

し
て
も
ら
い
、
当
該
地
域
新
電
力
会
社
か

ら
オ
ー
ナ
ー
に
働
き
か
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
「
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
価
格
が
か
な

り
下
が
る
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
寄
附
と

い
う
選
択
肢
を
選
ぶ
オ
ー
ナ
ー
が
多
く
な

る
の
で
は
」
と
予
測
し
て
い
る
。

  

「
現
在
は
す
べ
て
の
地
域
を
フ
ォ
ロ
ー
し

て
い
な
い
の
で
、
連
携
で
き
る
地
域
新
電

力
会
社
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

地
方
自
治
体
が
出
資
す
る
地
域
新
電
力
会

社
は
50
社
を
超
え
る
の
で
、
少
な
く
と
も

こ
の
50
社
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
地
域
電

力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

８
カ
所
＊
の
自
治
体
な
ど
が
出
資
し
て
い

る
地
域
新
電
力
会
社
だ
。

  

「
え
ね
ち
ょ
」
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
よ

う
に
、
地
域
か
ら
お
礼
の
品
や
ポ
イ
ン
ト
・

地
域
通
貨
が
返
礼
品
と
し
て
も
ら
え
る
。

「
好
き
な
地
域
に
寄
附
す
る
の
だ
か
ら
」

と
、
返
礼
品
な
し
で
契
約
を
結
ぶ
オ
ー

ナ
ー
も
い
る
。

  

「
地
域
新
電
力
会
社
に
寄
附
さ
れ
た
電
気

は
、
地
域
の
公
共
施
設
な
ど
へ
供
給
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
電
力
の
地
産
地
消
に
貢

献
し
ま
す
。
ま
た
、
寄
附
さ
れ
た
電
力
を

売
電
す
る
こ
と
で
収
益
が
増
加
す
れ
ば
事

業
拡
大
な
ど
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
地
域
特
産
品
な
ど
の
返
礼
品
に
よ
っ

て
地
域
に
お
金
が
落
ち
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
の
活
性
化
が
促
さ
れ
る
な
ど
、『
え
ね

ち
ょ
』
の
メ
リ
ッ
ト
は
広
が
り
を
持
ち
ま
す
」

　

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
オ
ー
ナ
ー
へ
の
訴
え
か
け
は
、

「
電
力
の
寄
附
で
地
域
経
済
を
循
環
さ
せ
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
」
こ
と
を
重
視
し
て
い

る
と
い
う
。
自
治
体
に
よ
る
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
説

明
会
で
、
買
い
取
り
、
自
家
消
費
の
ほ
か
に
、

寄
附
と
い
う
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
提
示

電
力
を
寄
附
し
て
地
域
活
性
化
へ

卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
後
の
売
電
に
代
わ
り
、
地
域
の
新
電
力
会
社
に
余
剰
電
力
を
寄
附
し
て
お
礼

の
品
を
も
ら
う
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
卒
Ｆ
Ｉ
Ｔ
オ
ー
ナ
ー
、
電
力
会
社
、
自
治
体
が
得
す
る
三
方
良
し
の
仕
組
み
と
は
。

株式会社トラストバンク
エネルギー事業本部部長

前田 功輔氏

—

株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
バ
ン
ク
（
東
京
都
）

図1. 「えねちょ」の仕組み
図1. 「えねちょ」の仕組み

卒FIT
オーナー

卒FIT
オーナー

全国の需要家
へ販売

売電
7-10円/kWh

① 電気を寄附
　（0円/kWh）

③ お礼が届く

地域
新電力会社

新電力会社

② 地域の需要家
へ供給

① 電気を寄附
（0円/kWh）

② ポイント付与

③ 地域の需要家
へ供給

④必要ポイントが貯まるとお礼が届く

地域社会・
自治体など

自治体など

￥

直 接 寄 附

お任せ寄附

大手
電力会社

図2.「えねちょ」サービス活用のメリット

卒FIT
オーナー トラストバンク

えねちょ

・自分が住む街へ「電気」で貢献
・地域ポイントや特産品のお礼でお得

自治体
（地域）

地域
新電力会社

・卒 FIT 電力 *が持つ環境価値の活用
・地域でのエネルギー地産地消を達成

・卒 FIT 電力を活用した電気代の削減
・地域ポイントの流通で「域内循環」を実現

＊ 卒 FIT 電力：卒 FITとなる家庭で太陽光によって発電された電力
＊	 宮城県東松島市、群馬県太田市と中之条町、埼玉県深谷市、
千葉県銚子市、石川県加賀市、長崎県南島原市と西海市
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【こうき - しん】

vol.46

潟
県
の
北
端
に
位
置
し
、
国
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
村
上
城
の

城
下
町
と
し
て
知
ら
れ
る
村
上

市
。
城
跡
・
武
家
屋
敷
・
町
屋
・
寺
町
と
、
城

下
町
の
四
大
要
素
が
残
っ
て
お
り
、
歴
史
の
面

影
を
今
に
残
す
希
少
な
ま
ち
だ
。
そ
ん
な
同
市

に
あ
る
羽う

越え
つ

本
線
・
村
上
駅
の
駅
前
に
あ
る
の

が
、
城
下
町
の
情
緒
漂
う
木
造
瓦
葺
の
「
村
上

駅
前
自
転
車
等
駐
車
場
」
だ
。

　

村
上
市
は
越
後
杉
の
主
産
地
。
そ
こ
で
村

上
産
の
越
後
杉
を
使
用
し
、
さ
ら
に
村
上
市

に
継
承
さ
れ
る
伝
統
的
構
法
を
採
用
。「
木
材

く
さ
び
」「
こ
み
せ
ん
」＊
を
使
い
、
極
力
金
物

を
使
わ
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

外
観
に
は
町
屋
を
意
識
し
た
暗
褐
色
の
木

格
子
を
設
け
、
内
に
見
え
る
柱
や
梁
、
天
井

を
白し
ら
ち
ゃ茶

色
と
す
る
こ
と
で
、
明
る
い
温
か
さ

の
中
に
落
ち
着
い
た
和
の
趣
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
村
上
市
の
市
章
を
鬼
瓦
に
使

用
し
て
い
る
の
も
こ
だ
わ
り
だ
。

　

越
後
杉
は
強
度
が
高
く
、
新
潟
県
の
気
候

に
も
合
っ
た
木
材
と
し
て
人
気
が
高
い
。
村

上
駅
前
に
景
観
を
つ
く
り
出
す
こ
の
駐
車
場

は
、
地
域
材
の
需
要
を
増
や
し
新
潟
の
山
と

木
を
生
か
す
た
め
の
情
報
発
信
と
し
て
も
期

待
さ
れ
て
い
る
。

越後杉を使った
村上駅前の
自転車等駐車場

新

写真提供 ＝ 村上市

新潟県
村上市
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独自のブロックチェーンを構築し
電力のトレーサビリティを実現

再生可能エネルギーの生産者を
選べる「顔の見える電力™」を販売

地域や企業を電力でつなげ
新たなビジネスの

きっかけづくりに貢献

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
発
想
で

“
電
力
”に
新
た
な
価
値
を

—

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
啓
発
活
動
に
も

力
を
入
れ
、
人
脈
を
構
築
し
て
発
電
所
を
開
拓
。

ま
た
、
発
電
所
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
公
開
や
見
学

ツ
ア
ー
な
ど
も
開
催
し
た
。
地
域
活
性
化
や
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
な
ど「
顔
の
見
え
る
電
力
Ｔ
Ｍ

」

に
登
録
し
て
い
る
発
電
所
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と

で
、“
社
会
貢
献
”
と
い
う
価
格
以
外
の
価
値
を

発
信
し
、
購
入
者
の
“
フ
ァ
ン
化
”
に
も
つ
な
げ

て
い
る
。
解
約
率
が
０
％
台
と
い
う
こ
と
か
ら
も

ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

  

「
個
人
向
け
に
電
気
料
金
の
行
き
先
や
内
訳
、

お
金
の
流
れ
な
ど
が
詳
細
に
分
か
る『
超
明
細
』

と
い
う
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
、
購
入
者
の
満
足
度

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
パ
レ
ル

や
映
像
制
作
会
社
な
ど
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
に
よ
っ

て
、
ま
だ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
興
味
の
な
い

層
へ
も
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
代
理
店

は
使
わ
ず
口
コ
ミ
や
自
治
体
な
ど
か
ら
の
紹
介

で
、
現
在
ま
で
に
全
国
１
５
０
カ
所
以
上
の
発
電

所
か
ら
電
力
を
仕
入
れ
、
提
供
先
は
お
よ
そ

３
５
０
０
件
に
達
し
て
い
ま
す
」

—

さ
ら
に
、
同
社
が
供
給
す
る
電
気
が
人
や

企
業
、
地
域
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル
と
な
り
、
地
域
間

連
携
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に

一
役
買
っ
て
い
る
。

  

「
例
え
ば
、
世
田
谷
区
と
協
力
し
、
区
内
の
保

育
園
に
長
野
県
の
水
力
発
電
所
の
電
気
を
供
給
し

て
い
ま
す
。
保
育
園
で
は
長
野
県
産
の
木
で
で
き

た
積
み
木
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
ダ
ム

の
見
学
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
人
々
の
交
流
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
電
気
で
様
々
な

も
の
を
つ
な
ぎ
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
電
力
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
功
し
て
い
る
の
は
、
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て
創
業
当
初

か
ら
掲
げ
て
い
る
〝
電
力
生
産
者
と
購
入
者
を
つ

な
ぐ
〟
と
い
う
理
念
か
ら
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
追
求

し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
」

—

現
在
、
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
量
は
20
％
以
下
だ
と
い
う
。
今
後
の
利
用
拡

大
に
向
け
て
、
同
社
の
取
り
組
み
は
大
き
な
意
義

が
あ
る
。

  

「
発
電
所
は
十
分
に
確
保
で
き
て
い
る
の
で
、

電
気
を
選
ぶ
消
費
者
の
意
識
に
訴
え
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
興
味
が
強
い
教
育
関

係
と
も
連
携
し
て
い
く
考
え
で
す
。
今
年
３
月
に

は
顔
の
見
え
る
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
『
み
ん
な
エ

ア
ー
』
事
業
も
開
始
。
空
気
中
の
浮
遊
菌
を
可

視
化
し
て
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
空
気
環
境
を
把
握

し
、
対
策
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も
見
え

な
い
物
を
可
視
化
し
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
人
が
自
分
の
思
い

描
く
生
活
を
実
現
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

る
電
力
Ｔ
Ｍ

』で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
ど
ん
な
人

が
ど
ん
な
思
い
で
発
電
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
紹

介
。
購
入
者
は
発
電
所
の
背
景
や
ス
ト
ー
リ
ー
に

価
値
を
見
出
し
、
応
援
し
た
い
発
電
所
を
選
ん
で

電
気
を
購
入
で
き
ま
す
。
価
格
以
外
の
価
値
で
電

気
を
選
べ
る
の
が
、
従
来
と
の
大
き
な
違
い
で
す
」

—

事
業
構
想
の
き
っ
か
け
は
、
創
業
者
の
大

石
英
司
氏
が
電
車
に
乗
っ
て
い
た
と
き
、
目
の
前

の
女
性
が
ソ
ー
ラ
ー
式
の
コ
ン
パ
ク
ト
充
電
器
を

使
う
姿
を
見
た
こ
と
だ
っ
た
。

  

「
誰
も
が
発
電
で
き
る
時
代
な
ら〝
こ
の
人
か

ら
買
お
う
〟と
発
電
所
を
選
ん
で
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。
ど
う
せ
電
気
を
使
う
な
ら
、
故
郷
の

水
力
発
電
か
ら
買
い
た
い
、
被
災
地
の
復
興
に

役
立
つ
電
気
を
買
い
た
い
な
ど
の
ニ
ー
ズ
も
生

ま
れ
る
は
ず
。
そ
れ
は
社
会
貢
献
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ま
し
た
」

—

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
電
力
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
が
鍵
と
な
る
。
そ
こ
で
尽
力
し
た
の
が
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
＊
２
を
用
い
た
独
自
の
シ
ス
テ

ム
「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

２・０
」
の
開
発
だ
。

  

「
発
電
量
と
需
要
量
を
30
分
単
位
で
マ
ッ
チ
ン

グ
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

上
に
記
録
し
、
ど
こ
の
発
電
所
か
ら
ど
れ
だ
け

電
気
を
買
っ
た
の
か
を
証
明
す
る
こ
と
で
電
力

の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
を
実
現
し
ま
し
た
」

電
力
生
産
者
と
購
入
者
を
つ
な
ぐ

新
し
い
電
力
小
売
り
サ
ー
ビ
ス

—

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｒ
Ｅ
１
０
０
＊
１
、
そ
し
て
電

力
の
小
売
り
全
面
自
由
化
な
ど
を
受
け
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
そ
ん
な
中
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
特
化
し
、
電
力
の
生
産
者
と
購
入
者
を
つ
な
げ

る
「
顔
の
見
え
る
電
力
Ｔ
Ｍ

」
の
流
通
で
注
目
を
集

め
て
い
る
新
電
力
会
社
が
同
社
で
あ
る
。

  「
電
気
は
質
に
差
が
な
い
た
め
、
価
格
で
選
ば
れ

る
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
電
力
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
も
実
現
し
て
お
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
種
類
や
発
電
所
の
思
い
な
ど
は
埋
も
れ
て

し
ま
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で『
顔
の
見
え

み
ん
な
電
力
株
式
会
社

ここが注目ポイント

電気は価格以外の
価値で選ぶ時代へ
地域や企業を結ぶ新電力会社

本　　社  ● 東京都世田谷区三軒茶屋
	 	 2-11-22	
	 	 サンタワーズセンタービル8F	
創　　業  ● 2011年
資 本 金  ● 1億円
従 業 員  ● 約80名
事業内容  ● みんな電力事業（法人・個人向

け電力小売サービス）、みんな
ヴィレッジ事業（再生可能エネ
ルギーの発電所構築・販売、ま
ちづくり事業）、プラットフォー
ム事業（ITシステムの販売）など

事業本部 ソリューション営業部 
法人営業１チーム チームリーダー

澤田 幸
ゆ き ひ ろ

裕 氏

＊1 RE100：事業運営を100％再生可能エネルギーで調達することを目標とする企業が加盟する国際的イニシアチブ。　　  
 「Renewable Energy 100%」の頭文字をとって「RE100」と命名されている

＊2 ブロックチェーン：分散型台帳技術。一定期間の取引データをブロック単位にまとめ、コンピュータ 
 同士で検証し合いながら正しい記録をチェーンのようにつないで蓄積する

独自の電力トラッキングシステム「ENECTION 2.0」で、マッチングした需要家と発電所の供給量を
グラフでも可視化。上はある会社の一日の電気が、どこの発電所から供給されたかを表示したもの

ENECTION 2.0（法人向けサービス）

蛇浦
風力発電
研究所上越

エネルギー
小水力

14,555
kWh

蛇浦
風力発電
研究所

岩屋
風力

発電所

上越
エネルギー

小水力

野辺地風力
発電所

新郷村
風力

発電所
非指定
発電所

08
：0

0
08

：3
0

09
：0

0
09

：3
0

10
：0

0
10

：3
0

11
：0

0
11

：3
0

12
：0

0
12

：3
0
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：0

0
13

：3
0

14
：0

0
14

：3
0

15
：0

0
15

：3
0

16
：0

0
16

：3
0

17
：0

0
17

：3
0

18
：0

0
18

：3
0

19
：0

0
19

：3
0

20
：0

0

2019年8月17日
需要量 14,555kWh

上越
エネルギー

小水力

野辺地風力
発電所

新郷村
風力

発電所

■ 2019年8月17日需要量 ✓年別 ✓月別・日別

再エネ（FIT）発電所

その他の発電所
原子力関連

応援料 再エネ賦課金 電力料金 託送料金非化石証書代
（プレミアム100プランのみ）

JEPX（電力卸市場）

低炭素投資促進機構

FIT電力買取補填

送配電事業者

国

電力料金

電力料金※1

（スタンダードプランのみ）

使用済燃料再処理等
既発電費相当額
電源開発促進税

みんな電力の契約再エネ発電所

※1 配送電事業者による計画発電量と実績発電量の差であるインバランスのため生じる分

お客様

電気代

（左）電気代の行き先がすべて分かる「超明細」（みんな電力のモデルケース：3人家族、従量
電灯B 40A・月300kWh、1カ月の電気料金およそ8,500円の家庭）。（右）お金の流れ概略

みんな電力
みんな電力の契約発電者
FIT・再エネ発電者
その他の発電者
主に原子力関連
東京電力パワーグリッド
その他（調達原価差異）

2,242円
9,393円
2,181円
3,098円
428円
6,453円
-1,272円

電力生産への思い、電力の種類、出力量などを確認できる。一定期間応援すると特典
プレゼントがもらえる発電所もある

超明細（個人向けサービス）　　 顔の見える発電所一覧（個人向けサービス）　　



Kenzai Monthly May 2020 10

　国土交通省は、新型コロナウイルス感染症の影響を受
け「住宅ローン減税」と「次世代住宅ポイント」の適用に
ついて、以下の対応策を発表した。
■ 住宅ローン減税の適用要件の弾力化
　期限内に入居ができない場合、代わりの要件を満たす
ことで、期限内に入居したのと同様の住宅ローン減税措
置が適用される。 
 （今回の弾力化措置は関連税制法案が国会で成立するこ
とが前提となる）
【1】	入居が期限（2020年12月31日）に遅れた場合でも、

①②の要件を満たした上で2021年12月31日までに
入居すれば、特例措置の対象となる。

  ① 一定の期日までに契約が行われていること
  ・ 注文住宅の新築：2020年9月末
  ・ 分譲住宅・既存住宅の取得、増改築：2020年11月末
  ② 新型コロナウイルス感染症の影響によって住宅へ

の入居が遅れたこと

【2】		取得後に行った増改築工事等が遅れ、入居が遅れた場
合、①②の要件を満たしていれば、ローン減税の入居
期限要件が「増改築等完了の日から6カ月以内」となる。

  ① 次のいずれか遅い日までに増改築等の契約が行わ
れていること

 ・ 既存住宅取得の日から5カ月後まで
 ・ 関連税制法案の施行の日から2カ月後まで（施行日 

  より前の契約も可）
  ② 新型コロナウイルス感染症の影響によって、増改

築等後の住宅への入居が遅れたこと
■ 次世代住宅ポイント制度申請の弾力化
　新型コロナウイルス感染症の影響で2019年度末まで
に契約できなかった場合も2020年4月7日から8月31日
までに契約を行った場合は申請を受け付ける。

【申請受付期間】2020年6月1日～8月31日（予定）
（申請には、やむを得ず契約ができなかった理由の申告が
必要。申請期限前であっても予算額に達し次第終了）

　住友林業は、苗木の育成から植林、木材の活用まで、
そのノウハウを一元化して提供するトータルコーディネー
トサービスを開始した。近年、環境意識の高まりやESG
投資の拡大により、森や木に関する注目が高まっている
ことが背景にある。本サービスの第一弾は株式会社資生
堂の新ブランド「BAUM（バウム）」へのサポートだ。
　「BAUM」のコンセプトは「樹木との共生」。日本人
が古来より大切にしてきた自然との共生や、循環
資源の象徴である樹木に着目している。全化粧品
の90％以上を自然由来の素材＊から作る。
　「BAUM」を販売する店舗内では、容器材料に使
用される「オーク（ナラ）」を中心に苗木が育成され、
その苗木を植樹して森林資源の循環を実現する試
みも行う。将来的には、植樹した木を商品に活用
することも視野に、「サステナブル」なブランドの
実現を目指す。

　住友林業は、資生堂が「BAUM」で取り組む樹木資源
を未来につなぐための全ての工程において、これまで様々
な事業で培ってきたノウハウを提供し、森林資源の有効
活用をトータルサポートしていく。
※ サービスに関するお問い合わせ
 　住友林業（株）　森林・緑化研究センター
 　TEL：03-3214-3635

住宅ローン減税の適用要件・次世代住宅ポイント制度申請の弾力化
〜新型コロナウイルス感染症による影響への対応 （国土交通省）

木に関するトータルコーディネートサービスを開始
－住友林業

編集室より

■	広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　	建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社	木材建材事業本部	業務企画部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■	弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

緊急事態宣言により、本誌スタッフ一同もテレワークに切り替え、今までに経
験したことのないような日々を過ごしております。先日「滝汗28」という筋ト
レ動画に挑戦してみました。しかし思ったより滝汗が出ず2回連続再生したと
ころ、翌朝全身筋肉痛に。生まれたての子鹿のように布団から這い上がり、独
り寂しく痛みを消化しました。毎日の通勤が程よい運動になっていたこと、た
わいもない会話で心が潤うこと、見えなかった価値に気づく毎日です。（M）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　城南支店　オークラランド展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

＊ 全化粧品において自然由来指数 90％以上（水含む）、ISO16128 準拠

■ 住友林業の役割

・苗木の提供
・苗木のメンテナンス

・店舗で育った苗木を植樹できる
   状態にまで育てるサポート

・育った苗木を植樹するサポート
・植樹した森の管理

店舗内での苗木育成
イメージ オーク（ナラ）苗木 BAUMの森イメージ
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給与

木造

新設住宅着工
戸数の推移
（総戸数、利用関係別）

2019年度
新設住宅着工戸数:
883,687戸

前年度比－7.3％

昨年度の増加から
再びの減少
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